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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

事故から 7年半が経過した海産魚介類における放射性物質の濃度やその動向を明らかにすることを目的とした。 

2011 年 4 月から 2018 年 10 月末までの緊急時環境放射線モニタリングの結果から各魚種の放射性セシウム（134+137Cs, 以

下、放射性 Cs）濃度と採取日および採取地点のデータ（55,039 検体分）を用いて本県沖の海産魚介類の放射性 Cs 濃度の経

時的な変動を明らかにした。 

 

  (1) 2015年 3月6日に採取されたイシガレイから 140 Bq/kgが検出されて以降、2018年 10月末まで 100 Bq/kg を 

超過した海産魚介類はなかった（表 1、図 1）。 

  (2) 2018年 4月から 10月末までに、計3,422検体を検査し、3,400検体（99.4%）が不検出（検出限界値は8 Bq/kg程度） 

だった。特に、2018年 6月から 10月まで 5 ヶ月間連続で不検出が99%を超えた（図 2）。 

  (3) シロメバル、コモンカスベ、キツネメバル、マコガレイ、イシガレイ、ババガレイ（ナメタガレイ）などが、直近2年間で 

検出率上位魚種であった。（表 2） 

 

 ２ 期待される効果 

(1) 福島県沖における海産魚介類の放射性 Cs 濃度の低下傾向を把握し安全性を確認することで、操業の拡大にむけ

た資料となる。 

 

 ３ 活用上の留意点 

(1) 放射性Cs濃度の魚種別の傾向については、生態的な特性の解明と合わせ研究を行う必要がある。 

 

Ⅱ 具体的データ等 

 



 

 

 

Ⅲ その他 

 １ 執筆者 

    鈴木翔太郎 

 ２ 実施期間 

   平成２３年度 ～３０年度 
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